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通信工学専攻（大学院教員組織参照）の全教員

1 通信工学専攻前期課程研修　GET601 必修　６単位　１年前期～２年後期

Graduate Study on Communication Engineering

修士論文の作成に必要な専門的知識・技能を総合的に習得するとともに、論文テーマに関連した既往の研究、現状の研究動向などを理解する。

通信工学や情報工学に関する研究の遂行に必要な専門的知識・技能の習得、現状の把握、課題の抽出などを関連文献の輪講・実験・実習・
教員とのディスカッションなどを通して行う。また、学習・研究内容についてのプレゼンテーションを行う。

　本研修科目は、大学院生個々に対して修士論文作成の指導を行う大学院担当教員が担任する授業科目として開講される。従って、本研修
科目は当該教員が所属する専攻分野の研究内容に応じた授業計画により実施される。授業は基本的に、受講生と教員との都合のよい時間帯
を利用して行われる。

担当教員の指示に従う。

授業中の質疑、課題レポート、学内・学外の成果発表内容を総合的に評価する。
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通信工学専攻　専攻長

19 インターンシップ　GET571 選択　２単位　１年前期～２年後期　集中

Internship

製品の開発や製造など実際の企業活動を体験することにより、実践的な知識・技能を身に付ける。

専攻で紹介した企業のインターンシップに一定期間参加する。開講する場合には、実施時期および申請方法をオリエンテーションのガイダ
ンスや掲示等で事前に周知する。

・インターンシップの受入を受諾し指導教員が適当と認めた企業等で研修を行う。
・研修の内容および実施方法は原則として受入先に任される。受入先には事前に専攻長から教育プログラムの作成を依頼し、その内容につ
いて指導教員による十分な準備教育を受けた後、受入先で研修を開始する。
・研修時間は事前準備やレポート作成指導等の時間も含めて 90 時間以上とする。
・インターンシップの期間中は個人での保険加入を義務付ける。
・原則としてインターンシップには報酬は支払われない。また、交通費等も全額研修生の自己負担となる。
・レポートは先ずインターンシップ受入先に提出し、公開可能部分についての承認を受ける。専攻への提出レポートは公開可の部分のみと
する。

インターンシップ受入先の指示による。

レポートと受入先からの報告書をもとに指導教員が評価する。
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